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昨夏の高水温被害から１年

再生へ向けて着実に
　
平
成
23
年
の
水
揚
量
は
、
や
は
り

激
減
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
１
月
～
５
月
の
水
揚
量
を
比
較
す

る
と
、
昨
年
、
一
昨
年
に
比
べ
12
～

16
％
ほ
ど
の
水
揚
げ
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。
ホ
タ
テ
貝
の
大
き
さ
・
重
さ
、

身
の
重
さ
と
も
に
平
均
値
を
下
回
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
夏
以
降
の
異

常
高
水
温
と
、
冬
季
間
の
水
温
が
平

均
よ
り
か
な
り
低
め
に
推
移
し
た
こ

と
に
よ
る
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
入
札
で
は
単
価

の
上
昇
も
あ
り
、
第
４
回
入
札
価
格

は
半
成
貝
で
キ
ロ
１
８
０
～
１
８
５

円(

前
年
＋
80
～
85
円)

、
成
貝
で
キ

ロ
２
４
７
円(

前
年
＋
１
０
７
円)
と

な
り
ま
し
た
が
、
　
結
果
的
に
水
揚

げ
高
は
昨
年
、
一
昨
年
の
６
～
７
割

の
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
水
揚
げ
状
況

　
昨
年
の
猛
暑
で
陸
奥
湾
の
海
水
温

が
高
い
状
態
が
続
き
、
養
殖
ホ
タ
テ

が
大
量
へ
い
死
し
た
被
害
に
対
し

て
、
町
で
は
再
生
産
対
策
、
雇
用
対

策
、
共
済
・
金
融
対
策
、
そ
し
て
生

活
支
援
対
策
等
の
手
立
て
を
講
じ
て

き
ま
し
た
。
被
害
か
ら
も
う
す
ぐ
１

年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
、
今
年
度

の
水
揚
量
も
確
定
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
稚
貝(

ラ
ー
バ)

の
付
着

調
査
で
も
復
興
の
光
が
差
し
始
め
て

い
ま
す
。

　
今
月
の
「
広
報
ひ
ら
な
い
」
で
は

高
水
温
被
害
の
状
況
と
ホ
タ
テ
に
関

す
る
様
々
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

稚
貝
付
着
調
査
結
果

　
県
が
７
月
９
日
～
13
日
に
行
っ
た

稚
貝
の
付
着
調
査
の
結
果
は
左
記
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
陸
奥
湾
の
西
側
で
稚
貝
の
付
着
数

が
少
な
く
心
配
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
未
だ
例
年
よ
り
少
な
い
も
の
の
、

６
月
末
に
行
わ
れ
た
前
回
の
調
査
時

よ
り
多
い
値
と
な
っ
て
お
り
、
漁
業

関
係
者
に
と
っ
て
は
復
興
の
可
能
性

を
感
じ
さ
せ
る
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
そ

う
で
す
。

　
土
屋
の
ホ
タ
テ
直
販
施
設
「
ほ
た

て
広
場
」
で
は
、
貝
毒
に
よ
る
出
荷

自
主
規
制
の
解
除
に
伴
い
、
地
ま
き

の
活
ホ
タ
テ
の
販
売
を
７
月
９
日
よ

り
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
た
て
広
場
で
は
、
芝
生
広
場
の

遊
具
や
海
浜
公
園
の
整
備
に
よ
り
親

子
連
れ
の
来
場
者
が
増
え
て
お
り
、

活
ホ
タ
テ
の
販
売
再
開
で
さ
ら
に
活

気
を
取
り
戻
し
そ
う
で
す
。

　
今
年
も
ね
ぶ
た
期
間
や
お
盆
に

は
、
帰
省
し
た
家
族
や
友
人
と
美
味

し
い
ホ
タ
テ
を
食
べ
る
こ
と
が
期
待

で
き
そ
う
で
す
。

ほ
た
て
広
場
公
式
ブ
ロ
グ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
o
b
l
o
g
.
j
p
/
u
s
e
r
/

hotate/index.php

活
ホ
タ
テ
販
売
再
開

ほ
た
て
広
場

　
ま
た
、
ほ
た
て
広
場
で
は
公
式

ブ
ロ
グ
に
よ
る
情
報
提
供
も
活
発

に
行
わ
れ
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
開
設
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
に
な

る
ブ
ロ
グ
は
ほ
ぼ
毎
日
更
新
さ

れ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
入
荷
状
況

を
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
一
度
パ
ソ
コ
ン
か
携
帯
電
話
か

ら
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

調査地点 付着数

小 湊 12,715

東田沢 3,264

清水川 27,093

土 屋 2,717

茂 浦 2,213

浦 田 5,120

県発行(７月14日付)

ホタテガイ採苗速報

(個／袋)
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ホ
タ
テ
生
産
者
の
講
話

小
湊
小
学
校

ホ
タ
テ
を
ふ
る
ま
い
好
評

漁
船
で
行
Ｇ
Ｏ
！
体
験

小
湊
中
学
校

　
７
月
８
日(

金)

、
小
湊
中
学
校(

工

藤
正
義
校
長)

１
年
生
の
生
徒
18
名
が

土
屋
漁
港
に
お
い
て
ホ
タ
テ
養
殖
の

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
雨
の
降
る
中
で
の
出
港
と
な
り

ま
し
た
が
、
刺
し
網
漁
や
ホ
タ
テ
の

水
揚
げ
、
実
際
に
ホ
タ
テ
を
ほ
や
い

た
り
と
多
く
の
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
が
初
め

て
体
験
す
る
船
の
上
の
作
業
に
少
し

戸
惑
い
な
が
ら
も
飲
み
込
み
は
早

く
、
最
後
に
は
漁
師
さ
ん
顔
負
け
の

手
さ
ば
き
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
藤
沢
地
区
に
住
む
小
鷹
隼
人
君
は

「
船
は
初
め
て
乗
っ
た
。
ホ
タ
テ
は

よ
く
食
べ
る
け
ど
こ
の
よ
う
に
養
殖

し
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と

話
し
、「
漁
師
さ
ん
は
か
っ
こ
良
か
っ

た
。
僕
た
ち
に
お
い
し
い
ホ
タ
テ
を

届
け
る
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
７
月
10
日(

日)

、
夏
泊
半
島
を

17
㎞
に
わ
た
っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す

る
「
ブ
ル
ー
ロ
ー
ド
・
ウ
ォ
ー
ク
夏
泊

２
０
１
１
」
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

約
１
６
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
雨
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は

青
空
が
広
が
る
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
和
と
な
り
、
参
加
者
は
夜
越
山
森
林

公
園
を
意
気
揚
々
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
食
育
の
一
環
で
ホ
タ
テ
生
産
者
と

の
交
流
を
図
り
、
町
特
産
の
ホ
タ
テ

を
見
直
す
機
会
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
７
月
１
日(
金)
、
小
湊
小
学

校(

須
藤
厚
校
長)

の
５
年
生
を
対
象

に
、
ホ
タ
テ
生
産
者
の
講
話
と
交

流
給
食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
講
師
と
し
て
招
か
れ

た
の
は
、
浜
子
の
工
藤
光
行
さ
ん

と
茂
浦
の
須
藤
昭
俊
さ
ん
の
お
二

人
。
ホ
タ
テ
養
殖
の
概
要
を
ビ
デ

オ
で
確
認
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
室
に
分
か
れ
て
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
稚
貝
採
苗

器
や
ホ
タ
テ
か
ご
を
実
際
に
見
せ

な
が
ら
の
説
明
は
興
味
を
引
き
、

児
童
た
ち
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
須
藤
さ
ん
は
、
ホ
タ
テ
養
殖
を
始

め
た
頃
の
苦
労
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

毎
日
養
殖
に
関
す
る
情
報
を
書
き
込

　
町
漁
協
浦
田
支
所
ま
で
バ
ス
で
移
動

し
、
左
手
に
陸
奥
湾
を
眺
め
な
が
ら
歩

き
始
め
、
大
島
、
椿
山
と
巡
り
ま
し
た
。

　
椿
山
海
水
浴
場
で
の
昼
食
で
は
、
当

町
自
慢
の
ホ
タ
テ
の
貝
焼
き
や
ホ
タ
テ

汁
、
平
内
産
の
米
で
作
ら
れ
た
お
に
ぎ

り
が
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
毎

年
こ
の
昼
食
を
楽
し
み
に
し
て
参
加
し

て
い
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
満
面
の

笑
顔
で
美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い

ま
し
た
。

　
見
事
に
完
歩
し
、
夜
越
山
森
林
公
園

の
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
い
た
方
々
の
表

情
に
は
達
成
感
が
見
ら
れ
、
風
光
明
媚

な
夏
泊
半
島
や
陸
奥
湾
を
満
喫
で
き
た

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
竹
伸
会
に
よ
る
津
軽

三
味
線
や
華
彩
に
よ
る
よ
さ
こ
い
演
舞

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
活
ホ
タ
テ
が
お

土
産
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク

ん
で
い
る
ノ
ー
ト
を
紹
介
し
「
毎
日
が

勉
強
の
日
々
だ
」、「
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
人
に
聞
く
の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と

じ
ゃ
な
い
」
と
、
児
童
た
ち
の
心
に
届

く
言
葉
で
語
り
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、「
ホ
タ
テ
の
い
ろ
ん

な
話
が
聞
け
て
勉
強
に
な
っ
た
」、「
工

夫
し
て
育
て
て
い
る
の
が
す
ご
い
」
と

感
想
を
述
べ
、
中
に
は
「
今
ま
で
ホ
タ

テ
は
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、
大
事
に
育
て

ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
の
で
こ
れ

か
ら
は
大
事
に
食
べ
た
い
」
と
い
う
児

童
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
話
の
後
に
は
講
師
の
お
二

人
と
机
を
並
べ
て
給
食
を
一
緒
に
食
べ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ご
飯
・
牛
乳
・

せ
ん
べ
い
汁
・
鯖
の
塩
焼
き
、
そ
し
て

平
内
産
ホ
タ
テ
と
野
菜
の
ご
ま
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
和
え
の
５
品
で
し
た
。

　
町
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
井
栄
養
教
諭

に
よ
る
と
、
ホ
タ
テ
の
サ
ラ
ダ
系
メ

ニ
ュ
ー
は
人
気
が
あ
る
そ
う
で
、
児
童

た
ち
が
競
う
よ
う
に
お
か
わ
り
を
よ

そ
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
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平内町教育委員会

℡７５５－２５６５生涯学習情報
町民ひとり１学習・１スポーツ・１ボランティアを実践しよう

　
小湊中学校　　奥島義光　教頭先生

花が私たちにしてくれること
～住みよいまちづくりに向けて～

　小湊中学校の生徒玄関に色鮮やかな花が咲きみだれ、

登校する生徒たちを迎えてくれています。

　小湊中学校の奥島義光教頭先生に生徒玄関の花につい

て聞きました。

　本校の生徒たちが、今年に

入って今まで以上に毎朝元気に

登校してくるようになりまし

た。生徒会、あるいは有志の部

活動部員で朝のあいさつ運動も

展開していますが、それだけで

はないような気がします。

　朝をすがすがしく迎え、そし

て、さわやかなあいさつで始め

　フラワーセラピーということばがあります。花のエネ

ルギーを使った癒しのこと・・・。

　私たちが、水や養分を花に与えるように、花たちも人

間の心身の健康を保つ働きをしてくれるのです。花があ

るだけで、気分がパーッと明るくなったり、リラックス

できたり、やさしい気持ちになったりした経験があると

思います。自分のまわりに何気なく咲いている花がある

とすがすがしい気持ちになりますよね。

　各小・中学校では、小湊中学校のように、プランター

を置いていたり、花壇を工夫して整備したりと、児童生

徒たちや教職員、地域の方々、ＰＴＡが花を植え、管理

しています。「住みよいまちづくり」に少しでも寄与で

きるように学校も協力しています。

花壇コンクール
参加者募集！！

【募集対象】　　生涯学習の花の苗を購入した団体及び一

　　　　　　　般応募された個人所有の花壇

　　　　　　　(プランター・ガーデニングもＯＫです)

【募集部門】　　・写真部門

　　　　　　　・現地審査部門

【審 査 日 】　　平成23年８月31日(水)

【応募方法】　　教育課にある申込書にご記入の上、申込

　　　　　　　みください。

【応募締切】　　平成23年８月17日(水)

　　　　　　　山村開発センター内　教育課事務室必着

　　　　　　　詳細はお問い合わせください。

平内町生涯学習のまちづくり推進会議　事務局

　　　　　　　　平内町教育委員会　教育課

　　　　　　　　℡７５５－２５６５(内356)

問

ることができれば、その日一日を笑顔で送ることがで

きるのではないでしょうか。そのようなことを考え、

本校ＰＴＡの環境整備部が中心となって、今年度はプ

ランターを使って生徒玄関を花で彩ってくれました。

実は、今までも花を植える活動はしていたのですが、

学校の花壇では広すぎて目立たず、生徒の目にも触れ

にくかったので効果が薄かったのです。「やるのであれ

ば生徒のため」という考えで、今年からプランターを

使いました。

　生徒たちに特別に係も決めずにいたのですが、気付

いた時には水やりをしている姿を目にします。土・日

の部活動の時にも水やりをしてくれています。環境が

整えば、それを維持していこうという気持ちが自然に

身につくものです。大変うれしい姿です。学校のちょっ

としたスペースの花ですが、子どもたちの心が少しだ

けでも豊かになりました。このようなちょっとしたこ

とが「住みよいまちづくり」に役立ってくれればと思っ

ています。
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○８月の休館日 　14日・28日

「子どもをほめよう、叱ろう、励まそう」

生涯学習カレンダー
８ 月

７日(日)  ◆町内清掃の日

11日(木)  ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

15日(月)
 ◆平内町成人式(青少年ホーム)

 ◆2011ひらない夏まつり(～16日)

20日(土)  ◆第66回市町村対抗青森県民体育大会(～21日)

24日(水)  ◆管内小・中学校　２学期始業式

25日(木)  ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

27日(土)  ◆松風塾高等学校　学園祭(～28日)

28日(日)  ◆漁船で行ＧＯ！開催日

30日(火)  ◆平内町防犯弁論大会(小湊中)

31日(水)  ◆小湊小学校　修学旅行(～９月２日)

◆一般書◆

①絆回廊　　　　　　　　　　　　大　沢　在　昌

②心を整える。　　　　　　　　　長谷部　　誠

③平城山を越えた女　　　　　　　内　田　康　夫

④真夏の方程式　　　　　　　　　東　野　圭　吾

⑤ヘッドライン　　　　　　　　　今　野　　敏

⑥明日へのマーチ　　　　　　　　石　田　衣　良

⑦幸福な生活　　　　　　　　　　百　田　尚　樹

⑧母のはなし　　　　　　　　　　群　　　ようこ

⑨刀伊入寇　　　　　　　　　　　葉　室　　麟

⑩怪物　　　　　　　　　　　　　福　田　和　代 　このカレンダーは、その月の主な行事と「生涯学習
カレンダー」に記載されている事業に変更があったも
のを記載していますので「生涯学習カレンダー」と照
合してご活用ください。

「ひらないカレッジ」
～いきいきコース～

　６月15日(水)、すがすがしい天気のもと、夜越山パー

クゴルフ場にて開講式が行われ、その後、親睦を含めて

パークゴルフを行いました。受講生のみなさんは、はつ

らつとしたプレーをし、まさにいきいきとしていました。

「ふれあい出前講座」
～No.20　「あなたにもできる応急手当」～

　町職員が講師となり各地域に出向く「ふれあい出前講

座」に、茂浦だいすき海岸運営協議会より依頼があり、

茂浦だいすき海岸にて７月１日（金）に「あなたにもで

きる応急手当」講座が行われました。

　はじめに、平内消防署員から人工呼吸の説明を受け、

参加者全員がポイントを意識しながら、人形を使っての

人工呼吸体験をしました。

　また、ＡＥＤの使い方の説明も受け、水に濡れた体で

は使えないのか、パッドは貼り直すことはできないのか

など、実際に使うときを想定して、真剣な眼差しで消防

署員に聞いていました。

　茂浦だいすき海岸運営協議会代表の須藤潔さんは、今

回の受講に関して、「これから海水浴の時期となり、茂

浦に来ていただく方々に、安全に楽しくだいすき海岸を

使用していただきたい。そのために地域の我々が万が一

のことを考えて行動できればという気持ちでお願いしま

した」と話していました。

　ふれあい出前講座を通して、地域を愛する熱い思いを

感じました。

　また、６月29日(水)には、「防災を学ぶ」と題して、青

森県防災教育センター(青森市)を視察してきました。阪

神淡路大震災からの教訓となるビデオを見て、職員の方

から防災に関する説明を受けました。その後、地震実験

を行い、震度４から６までの地震を体験しました。

　受講生は、「今回の揺れの体験は、これから揺れると

わかっているので対処はできたが、実際に突然震度６の

揺れが来たら何もできないと感じた」と話し、改めて防

災に対する意識が高まったようです。

【申し込み・問い合わせ先】

　平内町教育委員会　教育課　社会教育係　

　　　　　　　℡７５５－２５６５(内356)

※ふれあい出前講座のメニューについては、広報ひらな

　い６月号にてお知らせしております。
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日　　程 活動・場所 内　　容

８月５日(金)
９：45～11：15

ぴよぴよ絵本サークル
支援センター

 絵本・紙芝居の読み聞かせを

行います

８月19日(金)
10：00～

親子ふれあいワーク
ひだまり公園

 お友達と一緒に遊びましょう

　(雨天時は支援センター)

８月26日(金)
９：45～11：15

すくすくクラブ
支援センター

 しゃぼん玉で遊びましょう
 【お問い合わせ先】
平内町地域子育て支援センター
　　　　　　℡７５８－１２１４

☆ 子育て支援センター ☆

８月の行事予定

hiranai

保健だより

　高血圧を予防しましょう！
◆ 今月の健康相談は… ◆

自覚症状のないサイレントキラー

　あなたの血圧は、下記の高血圧診断基準からどのレベ

ルか分かります。

　最高血圧が130ｍｍHg以上、最低血圧が85ｍｍHｇを超

えたら生活習慣の改善が必要です。

　あなたはどのレベルにあてはまりましたか？

　国民の4人に1人ともいわれる高血圧症は、日本人が

もっとも注意すべき生活習慣病の一つです。自覚症状が

ないからといって放っておくと、生死に関わる病気を引

き起こす危険性があります。

日本人の高血圧のほとんどは生活習慣が原因です

　高血圧は腎臓や内分泌系の病気、薬剤などの影響で起

こる「二次性高血圧症」と高血圧症になりやすい遺伝的

な要因に悪い生活習慣が加わって発症する「本態性高血

圧」の2つに分類されます。日本人の高血圧の約9割は「本

態性高血圧」です。

　食塩の取りすぎや過食、運動不足といった悪い生活習

慣は早めに改善し、予防に努めましょう。

恐ろしい合併症

　血圧が高いまま放置すると、血管や心臓に負担がかか

り、やがては深刻な合併症を引き起こしてしまいます。

　・脳卒中(脳出血、くも膜下出血、脳梗塞)

　・心肥大、心筋梗塞、狭心症、心不全

　・腎不全

高血圧による合併症

減塩で生活習慣を改善しましょう！！

　食事は腹八分目、定期的に運動をする、アルコールを

控えるなど基本的なことの他に、減塩に注目してみま

しょう。

　一日に必要な塩分は男性9ｇ未満・女性は7.5ｇ未満と

言われています。油断するとすぐにオーバーしてしまい

ます。ちょっとした工夫で減塩をしましょう。

＊毎日のちょっとした心がけが良い生活習慣へとつ

ながっていきます。

香辛料やお酢を使う

練り製品や肉加工品は

高塩分なので控えめに

出汁のうまみを利用して

しょうゆや塩を減らす

外食は塩分が多いので注

意しましょう

めんのつゆは全部飲まな

いようにしましょう。

しょうゆ・ソースなどは

かけずにつけて食べるよ

うにしましょう
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実　施　会　場 月　日 受 付 時 間

 勤労青少年ホーム ８月20日(土) ７：00～９：00

★複合検診(特定健診、各種がん検診)★

特定健康診査・がん検診を受けましょう！

最終日は８月20日(土)です

　下記の日程で、特定健康診査及び胃がん・大腸がん・

肺(結核)がん検診等を実施します。今年の検診を受診す

る機会を逃した方、都合により受けれなかった方は是非

この機会に受けてみませんか？申込みはお早めにお願い

します。

　＊結核検診は65歳以上の方は法律で毎年受けることが

決まっています。結核は今なお我が国最大の感染症のひ

とつです。必ず受けましょう。

実　施　会　場 月　日 受 付 時 間

 清水川コミセン(７/14分) ８月９日(火)

13：00～15：00

 東田沢防雪センター(７/15分) ８月10日(水)

 松野木公民館(７/19分) ８月17日(水)

 勤労青少年ホーム(7/20分) ８月18日(木)

 茂浦コミセン(７/25分) ８月22日(月)

★特定健診結果説明会日程表★

役場　保健福祉課　保健係

　　　　℡７５５－２１１４

問

 特定健康診査
国保加入者・後期高齢者医療制度加

入者・39歳以下の方

 胃・大腸・肺(結核)

 がん検診

国保加入者・後期高齢者医療制度加

入者・39歳以下の方・社保加入者

 前立腺がん検診 50歳以上の男性

 その他
肝炎ウイルス検査・喀痰検査(問診

により対象となる方が決定)

検診の内容・対象者

腸炎ビブリオに注意しましょう！！

　夏は食中毒が多発する季節ですが、腸炎ビブリオによ

る食中毒は７～８月に猛威をふるいます。腸炎ビブリオ

は海中に生息し、水揚げされた生の魚、貝、イカなどの

魚貝類に付着し、長時間の室温放置などの不衛生な取り

扱いを受けると、他の菌の倍以上のスピードで増えてし

まいます。しかし、反面低温と真水に弱いことが特徴で

す。徹底して予防に心がけましょう。

　食中毒の菌によっても多少異なりますが、下記の三原

則はすべての細菌性食中毒の予防の基本となります。

①清潔　②迅速　③加熱または冷却

三原則

①清潔　　◆食品に食中毒菌を付けない
　　　　　　・衛生的な環境で調理しましょう(まな板

　　　　　　　や包丁は消毒しましょう)。

　　　　　　・新鮮な材料を使いましょう（表示は確　

　　　　　　　認しましょう）。

　　　　　　・調理の前は良く手指を洗いましょう。

　
②迅速　　◆食中毒菌に増殖する時間を与えない
　　　　　　・調理後の食品はすぐに食べましょう

　　　　　　・法事などで出されたものは持ち帰らない

　　　　　　　ようにしましょう。

③加熱　  ◆菌をやっつける
　　　　　　・十分な加熱（中心温度75度で1分以上）　

　　　　　　　をしましょう。

　　　　　　◆菌に適した増殖温度を与えない

　　　　　　・５度以下の冷蔵、65度以上の温蔵にしま

　　　　　　　しょう（冷たい物は冷たく、温かい物は

　　　　　　　温かく）。

　以上を徹底して食中毒を撃退しましょう。

または
冷却　

西平内中学校にて
思春期教室を開催

　５月31日(火)、西平内中学校(伊藤博彦校長)におい

て、思春期教室を開催しました。青森県教育庁のスクー

ルカウンセラーであり家族相談士の南純子氏を講師に迎

え「思春期のより良いコミュニケーションについて～ふ

れあいは自分を表現することから～」と題し、講演や演

習などが行われました。

　演習では、２人一組になって「アウチ・ハイタッチ」「牛

と馬」等をゲーム感覚で行い、どんな気持ちがしたかを

話し合ったり、バースデイチェーン(言葉を使わないで

誕生日を伝えあうゲーム)により、言葉以外で何かを伝

えることの難しさ等を経験しました。

　また、普段あまり話したことがない人とグループにな

り、他の人のさまざまな意見を聞いたり、感情を知るこ

とができたことによって、自分と違う思いがあることを

理解したり、それを素直に受け止めたりすることができ

るきっかけとなっていました。

　講師からは、思春期はよりよいコミュニケーションを

とることができるようになるための練習の時期なので、

どんどんいろいろな人とコミュニケーションをとってほ

しいということが話されていました。



8Ｈ23・８月号「第626号」 保健福祉だより・

役場　保健福祉課　年金後期医療係

　　　℡７５５－２１１４(内線133)

青森年金事務所

　　　℡７３４－７４９５

問

平内町乳幼児・子ども
医療費給付事業について

　平成23年４月診療分より平内町乳幼児・子ども医療費

給付事業を開始しています。

　医療費助成を受けるためには、「平内町乳幼児・子ど

も医療費受給者証」が必要となります。

　受給者証の有効期限は対象者の誕生日の末日(１日生

まれの方は誕生月の前月の末日)となっております。有

効期限が近付きましたら、受給者証の更新手続きを行っ

てください。有効期限が切れますと受給資格が失効しま

すのでご注意ください。

★受給者証の更新手続きについて★

１.健康保険証

　(対象者の名前が記載されているもの)

２.保護者名義の預金通帳

　(郵便局を除く)

３.保護者の前年の所得課税証明書

　(今年転入された方のみ)

４.印鑑

申請に必要な書類等

※乳幼児・子ども医療費助成事業の注意事項

　医療機関にて一部負担金を支払ってきた場合は償還払

いで医療費を給付いたします。その場合、保険対象外分

の医療費は給付対象となりません。

（例）予防接種料・文書料・非紹介患者加算料・薬の容器代・

　　検診・入院時食事療養費

後期高齢者医療制度の運営に関する

『運営懇談会』委員の公募を行っています。

【職 務】　後期高齢者医療制度の運営に関する意見・

　　　　　　提案を行っていただきます。

【任 期】　委嘱の日から２年間

【応募資格】　県内在住40歳以上の方で、平日昼間青森市

　　　　　　での会議に出席できる方。

【募集人員】　８人(応募者の中から選考により決定)

　　　　　　①被保険者６人

　　　　　　②65歳以上障害認定の被保険者１人

　　　　　　③後期高齢者医療以外の医療保険費保険者

　　　　　　　１名

【応募方法】　応募用紙及び「後期高齢者医療制度に関す

　　　　　　る意見(400字程度)」を提出

【応募期間】　平成23年９月１日(木)～22日(木)

【謝 礼 等】　会議１回の出席につき謝礼5,000円及び交

　　　　　　通費(公共交通機関利用実費相当額)

応募用紙等の配布、お問い合わせは下記へ

役場　保健福祉課　年金後期医療係

　　　℡７５５－２１１４(内線134)

青森県後期高齢者医療広域連合　総務課

　　　℡７２１－３８２１

   ホームページ

   http://www.aomori-kouikirengou.jp/

問

国民年金
～こんなときには届出が必要です～

　国民年金は、日本に住む20歳以上60歳未満のすべての人

が加入しなければなりません。届出は加入する時だけでな

く、被保険者種別が変わった時にも必要です。もし、届出

されなかった場合、年金額が少なくなったり受け取れない

場合もありますので、必ず届出をしましょう。

届出が必要な時 異動の内容 持参するもの 届出先

20歳になったとき

(厚生年金や共済年金加入者を除く)
第１号被保険者となります。・印鑑

平内町役場保健福祉課

年金後期医療係窓口

退職したとき

(厚生年金や共済年金加入者の場合)

第２号被保険者から第１号

被保険者になります

(第３号被保険者に該当する

場合を除く)

・印鑑

・年金手帳

・離職日の確認できる

もの

(資格喪失証明書、離職

票等)
配偶者に扶養されていたが、配偶者が

厚生年金、共済年金を辞めたとき

第３号被保険者から第１号

被保険者になります。

　青森県後期高齢者医療広域連合では、後期高齢者医療

運営懇談会設置要綱に基づき、運営懇談会を設置してお

ります。運営懇談会は、後期高齢者医療制度に関するこ

となどに関して意見を聴取し、制度の円滑な運営に資す

ることを目的としています。

　広域連合では、運営懇談会の委員を以下のとおり募集

しています。

※上記の他にも、住所・氏名変更等の際は届出が必要です。

　詳しくは右記までお問い合わせください。
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平内中央病院だより

　８月の眼科診療については、下記のとおりとなります。

　また、７月15日より診療時間が14：30→14：00となりまし

たのでお間違えのないようお願いいたします。

日　　付 受付時間 診療時間

８月５日(金)

８：15から15：00まで 14：00から
８月12日(金)

８月19日(金)

８月26日(金)

※なお、９月以降の診療も、毎週金曜日、上記受付・診療

　時間で行います。休診の場合は、広報または院内掲示

　にてお知らせします。

お知らせ
眼科の診療時間が変わりました

　当院では、禁煙対策に対する取り組みとして、平成21

年より病院内を全面禁煙としていました。しかしながら、

院外(駐車場、玄関前等の敷地)については禁煙としてい

なかったため、受動喫煙の防止等、今後はより安全性を

徹底する意味で、平成23年７月１日(金)より、病院敷地

内全面を禁煙とさせていただくことにいたしました。

　たばこの害については、健康増進法において「（略）病

院（略）その他の多数の者が利用する施設を管理する者

は、これらの利用する者について、受動喫煙を防止する

ために必要な措置を講ずるように努めなければならない」

と規程されていますので、来院の皆様のご理解と、ご協

力をお願いいたします。

病院敷地内全面禁煙のお知らせ

平内中央病院庶務係
　　　　　℡７５５－２１３１

問

　平内中央病院では、常勤の医師（定年退職された方も

大歓迎です！）を随時募集しておりますので、勤務を希

望される方はお問い合わせください。また、知人やご友

人に医師の方がおりましたら、「平内中央病院で医師を募

集しているよ」等、情報提供をお願いいたします。

常勤医師を随時募集中！

平内中央病院庶務係
　　　　　℡７５５－２１３１

問

看護師を募集中！

当病院では下記により町職員(看護師)を募集しています。

【職種及び採用人員】

　　・看護師(町職員)４名

【受験資格】

　　・看護師の国家資格を有する（免許取得見込者含む）、

　　　35歳(採用期日現在)以下の方

【試験日及び試験場所】

　　・申込み後、受験票にてお知らせいたします。

【試験方法】

　　・面接による

【受験手続及び申込書提出期限】

　　・受験申込書は、平内中央病院で準備していますので、
　　　必要事項を記入のうえ、平内中央病院へ提出してく

　　　ださい（郵送可）。

　　・提出期限　随時

　　　※受付時間は、午前８時15分から午後５時までです。

　　　　(土・日・祝日を除く)

【採用期日及び勤務場所】

　　・平成24年４月１日　平内中央病院

【給 与 等】

　　・平内町職員の給与条例等による

　　　(短大３卒初任給　188,900円)

※詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

Ｂ＆Ｇ海洋センターオープン

　夜越山森林公園内の室内プールＢ＆Ｇ海洋センターが

７月２日オープンしました。当日は好天に恵まれ、小学

生を中心に約50名の来場者があり、夏の訪れを満喫して

いました。

　Ｂ＆Ｇ海洋センターは８月21日(日)までの営業を予定

しています(最終日は無料開放)。

　　　　【料　金】　　高校生以下…50円

　　　　　　　　　　大人　　 …100円

　　　　【休館日】　　毎週水曜日・お盆(13～15日)

　　　　　　　　　　※水温が低い場合、臨時休館とな

　　　　　　　　　　　る場合もあります。

平内町教育委員会　教育課社会体育係

　　　　　　　　℡７５５－２５６５

Ｂ＆Ｇ海洋センター

　　　　　　　　℡７５５－３５５８

問
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今
月
の
お
知
ら
せ
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

８
2011

ｈ
ｉ
ｒ
ａ
ｎ
ａ
ｉ

平
内
町
役
場
　
町
民
課

　
平
内
町
戦
没
者
追
悼
式

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
一
命
を
国

に
捧
げ
ら
れ
た
平
内
町
戦
没
者
の
御

霊
を
追
悼
し
、
併
せ
て
平
和
を
祈
念

す
る
平
内
町
戦
没
者
追
悼
式
が
７
月

13
日(

水)

、
平
内
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
犠
牲
と
な
っ

た
４
２
３
柱
に
の
ぼ
る
戦
没
者
名
を

奉
読
し
、
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
平
内

町
遺
族
連
合
会
会
長
は
じ
め
、
来
賓

と
し
て
参
列
し
た
逢
坂
町
長
ら
が
追

悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
戦
没
者
の
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
０
０
人
余
り
の
参
列
者
が

白
菊
を
次
々
に
献
花
し
、
故
人
を
偲

び
な
が
ら
手
を
合
わ
せ
、
改
め
て
世

界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
式
を
閉
じ

ま
し
た
。

　
追
悼
式
の
閉
式
後
、
平
内
町
琴
好

会
に
よ
る
追
悼
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

素
晴
ら
し
い
音
色
に
参
列
者
は
静
か

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

平
内
町
役
場
　
町
民
課

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
、
廃
棄
物

の
投
棄
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
し
た
場
合
、
５
年
以

下
の
懲
役
又
は
１
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
な
ど
、

厳
し
い
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
不
法
投
棄
を
な
く
す

た
め
に
、
様
々
な
不
法
投
棄
防
止

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

 

し
か
し
、
一
部
の
心
な
い
人
た
ち

に
よ
る
粗
大
ご
み
な
ど
の
不
法
投

棄
は
後
を
絶
た
な
い
の
が
現
状
で

す
。
不
法
投
棄
防
止
に
は
「
不
法

投
棄
は
絶
対
さ
せ
な
い
！
許
さ
な

い
！
」
と
い
う
町
民
一
人
ひ
と
り

の
協
力
が
必
要
で
す
。
廃
棄
物
の

適
正
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省

　
毎
月
勤
労
統
計
調
査

　
特
別
調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
７
月
31

日
現
在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
人
か

ら
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対

象
に
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
１
～
４
人
の
常
用

労
働
者
を
雇
用
す
る
小
規
模
事
業
所

に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間
及
び
雇

用
の
実
態
に
つ
い
て
全
国
及
び
都
道

府
県
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
お
り
、
結
果
は
小
規

模
事
業
所
の
実
態
を
示
す
資
料
と
し

て
最
低
賃
金
の
改
定
審
議
等
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

８
～
９
月
に
か
け
統
計
調
査
員
が
訪

問
し
、
調
査
票
の
内
容
を
お
聞
き
し

て
調
査
票
を
作
成
い
た
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、「
統

計
法
」
に
よ
り
、
厳
し
く
秘
密
が
守

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
統
計
以
外
の
目

的
に
用
い
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
し
て
、
ご
回
答
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役
場
　
町
民
課

　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
係
　

℡
７
５
５

－

２
１
１
３

問

下水道加入のお問い合わせは　役場地域整備課へ(℡755-2116)

平
内
町
役
場
　
町
民
課

 

内
閣
総
理
大
臣
名
の
　
　
　

　
　
　
書
状
を
贈
呈
し
ま
す

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、外
地
等
（
事

変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事

さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）
に

対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た

め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
請
求
期
限
が
２
年
間
延
長
さ

れ
、
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
し
た
。

　
ご
本
人
又
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

役
場
　
町
民
課
生
活
環
境
係
　

℡
７
５
５

－

２
１
１
３

　
　
　
　
　
　(

内
線
１
２
６)

役
場
　
地
域
整
備
課

　
　
　
　
　
上
水
道
管
理
係

　
℡
７
５
５

－

２
１
１
６

　
　
　
　
　(

内
線
２
７
５)

問

役
場
　
地
域
整
備
課

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
つ
い
て

　
計
量
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
８
年

間
の
検
定
期
間
が
満
了
と
な
る
水
道

メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

　
水
道
事
業
か
ら
委
託
さ
れ
た
業
者

が
該
当
と
な
る
お
宅
に
伺
い
、
交
換

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
作
業
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
約

　
15
分
ほ
ど
断
水
と
な
り
ま
す
。

◆
交
換
期
間

　
平
成
23
年
８
月
８
日
～
10
月
14
日

　
水
道
メ
ー
タ
ー
ふ
た
の
裏
側
に
記

さ
れ
て
い
る
数
字
が
検
定
期
間
の
満

了
を
示
し
ま
す
。

　
今
回
は
23
年
４
月
か
ら
24
年
３
月

ま
で
が
交
換
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
の
数
字
を
確
認

　
　
検
定
期
間
の
満
了
を
示
し
ま
す

毎月勤労統計調査特

別調査キャラクター

「とくちゃん」

平
内
町
役
場
　
町
民
課

 

　
正
し
く
分
け
て

　
資
源
の
再
利
用
を
進
め
よ
う

　
私
た
ち
が
ご
み
と
し
て
排
出
し
て

い
る
も
の
の
中
に
は
、
き
ち
ん
と
分

別
す
れ
ば
再
利
用
で
き
る
資
源
が
ま

だ
ま
だ
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
節
約
し
、
ゴ
ミ
の

減
量
及
び
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る

た
め
、
正
し
く
分
け
て
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
へ
出
し
て
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
分
別
に
つ
い
て
は
各

家
庭
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
「
分
別

収
集
の
手
引
き
　
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

平
内
町
役
場
　
町
民
課

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
様
へ

　
犬
の
フ
ン
の
不
始
末
に
よ
っ
て
、

道
路
な
ど
の
公
共
の
場
、
玄
関
先

な
ど
を
汚
さ
れ
た
り
、
迷
惑
を
受

け
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、

衛
生
上
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
散
歩
時
は
、
飼
い
主
の
責
任
と

し
て
、
必
ず
フ
ン
を
片
づ
け
る
道

具
を
携
帯
し
、
持
ち
帰
っ
て
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

問



11 Ｈ23・８月号「第626号」・暮らしの中の税

問 役場　税務課　住民税係

　℡７５５－２１１５(内線245・246)

◆ 税金の使い道・種類◆

暮らしの中の税
『私たちの生活と税金』

◆町では税をどう役立てているの？

　県や町が活動するためのお金は、地方税のように、そ

こに住んでいる人が県や町に納めた税と、地方交付税等

のように国から交付されるお金とでまかなわれていま

す。県や町では、まちづくりや安全で快適な暮らしのた

めなど、身近で生活に欠かせないものに大切な税金を

使っています。

◆町の税金の使い道

　【まちづくりのために】

　○道路や漁港、上下水道等の建設・整備をしています。

　【私たちの生活や安全を守るために】

　○休日、夜間の急病などに対応しています。

　○災害、火災等から住民を守ります。

　【快適な暮らしのために】

　○自然環境の保護に務めています。

　○ゴミの収集を行い、リサイクルに取り組んでいます。

◆税の種類

地

方

税

県税

県民税、事業税、自動車税、自動車取得税、

軽油取引税、地方消費税、不動産取得税、県

たばこ税、ゴルフ場利用税等

町税
町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康

保険税、町たばこ税等

国税

所得税、法人税、相続税、贈与税、消費税、

酒税、国たばこ税、特別たばこ税、自動車重

量税、印紙税、登録免許税等

　皆さまの町税を皆さまの指定預貯金口座から自動的に

差し引きして納税する方法です。

　ご希望される方は、次の金融機関又は役場税務課に通

帳と預貯金用印鑑をご持参のうえ、お申し込みください。

◎指定金融機関　青森銀行本・支店

◎収 納 代 理 店

　みちのく銀行小湊支店、青い森信用金庫小湊支店、

　青森県信用組合小湊支店、青森農業協同組合平内支店、

　平内町漁業協同組合本・支店、ゆうちょ銀行

◆８月31日(水)は、町民税第２期及び国民健康保険税第

２期の納期限です。忘れないで納めましょう！

◆ 個人事業税の納付について◆

　個人事業税は、一定の事業を行う個人に対し、原則

として前年の所得をもとに課税される県の税金です。８

月と11月の２期に分けて納税通知書を送付しますので、

納期内に納税してください。

　また、県では、個人事業税の口座振替を行っています。

納税者本人の通帳と預金届出印を持参のうえ、取扱金

融機関・地域県民局県税部にお申し込みください。

問 東青地域県民局県税部課税第一課

　　　　　℡７３４－９９７６

◆ 口座振替(自動振り込み)をご利用ください ◆

平内消防署
応急手当講習会を開催します！

　平内消防署では救急の日(９月９日)にちなんで『応急

手当講習会(救命講習会)』を開催します。

　皆さまの身のまわりで起こりうる「呼吸が止まった！

意識がない！出血が止まらない！」などのとき、あなた

が行う応急手当が、その人の生命を救うために大きく役

立ちます。受講料は無料となっておりますので、是非ご

参加ください。

【日 時】　平成23年９月11日(日)　９時～

【場 所】　平内町立山村開発センター

【対 象】　小学生以上

【内 容】　Ａコース普通救命講習(所用時間は３時間)

　　　　　心肺蘇生法(人工呼吸＋胸骨圧迫)を中心に　

　　　　　止血法、異物除去法、ＡＥＤの使用法等を学

　　　　　びます。

　　　　　また、講習終了後に普通救命講習修了証が交

　　　　　付されます。

　　　　 Ｂコース一般救命講習(所用時間は１時間)

　　　　　心肺蘇生法(人工呼吸＋胸骨圧迫)、ＡＥＤの

　　　　　使用法などを学ぶ体験コースです。

　　　　　こちらは修了証の交付はありません。

　　　　　※いずれも事前の申し込みが必要です。

【募集締切】　平成23年８月31日(水)まで

　参加ご希望の方は下記までお問い合わせください。

※受講料は無料です。

※実技中心ですので、受講する人は動きやすい服装で参

　加してください。

※消防車・救急車の見学、雨天時以外は水消火器による

　消火体験もできます。

※火災・災害等が発生した場合は、講習を中止いたしま

　すので、ご理解のうえご参加願います。

問 平内消防署

　℡７５５－３１１９

高齢者の交通事故防止のために

　県内の交通事故死亡者のうち、65歳以上の高齢者の占める

割合が依然高くなっております。慣れた道でも迷うことが

あったり、帰り道が分からなくなった高齢者等がいらっしゃ

るご家族の方は交通事故に遭わないよう気を配り、また地

域住民の方は注意を促すなどのご協力により、高齢者の交

通事故を未然に防ぎましょう。



12Ｈ23・８月号「第626号」 戸籍の広場・

老人クラブ連合会
スポーツ・ゲートボール大会

　６月23日(木)、東津軽郡老人クラブ連合会(今田健藏

会長)主催のスポーツ大会並びにゲートボール大会が平

内町立陸上競技場において開催され、各町村の老人クラ

ブ会員・関係者約350名が参加しました。あいにくの天

候にもかかわらず、平内町老人クラブ連合会では、地元

開催ということで選手・応援合わせて150名の会員が参

加しました。

　選手たちは額に汗をかきながら競技に参加し、応援に

駆け付けた会員も大きな声援を送り、結果、スポーツ大

会では他の町村に大差をつけ見事に２年連続の優勝を勝

ち取りました。

　また、ゲートボール大会は惜しくも入賞を逃しました

が、来年は蓬田村での開催となり、参加した会員達から

は「３年連続スポーツ大会優勝、ゲートボール大会優勝

のアベック優勝を目指して頑張るぞ」との声が聞かれま

した。

第９回県下夏泊半島俳句大会

　６月11日(土)、平内町文化協会(元尾昭一会長)主催に

より、第９回県下夏泊半島俳句大会勤労青少年ホームに

おいて開催され、県内各地から約120名の俳句愛好家が

参加しました。兼題２句、席題３句を詠み、選者による

採点の結果、下記のとおり入選者が決まりました。

　なお、上位３位までの方の句は夏泊半島大島パーク「歌

の散歩道」の石碑に刻まれます。

人口と世帯

男 …  6,203 人 ( － ８人 )

女 …  6,712 人 ( － ７人 )

計 … 12,915 人 ( － 15 人 )

世帯数…5,283 世帯（＋３）
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　　席題、兼題の総合

　　　　１位　田　村　正　義　(八戸市)

　　　　２位　北　崎　　武　　(八戸市)

　　　　３位　能登谷　明　子　(青森市)

　　　　４位　高　橋　けん一　(金木町)

　　　　５位　葛　西　栄　子　(弘前市)

　　　　６位　山　谷　文　子　(八戸市)

　　　　７位　小　野　寿　子　(青森市)

　　　　８位　山　谷　雲　水　(黒石市)

　　　　９位　田　中　空　水　(板柳町)

　　　　10位　吉　川　不二保　(弘前市)

「歌の散歩道」の石碑
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節電にご協力ください

児童がディスカッション

　７月７日(木)、浅所小学校で『節電しよう！小さなつ

みかさねが大きな力に』をテーマに「浅小っ子すこやか

会議」が開かれました。

　会議では、まず自分たちの節電に対する意識を再確認

し、それぞれで話し合った自分たちにできる節電方法を

学年ごとに発表しました。「テレビゲームの時間を短く

役場庁舎の節電対策について

　県の節電対策基本方針に則り、役場庁舎でも15パーセ

ントの節電をめざして以下のような対策が講じられてお

りますので、来庁者の皆様のご理解とご協力をお願いい

たします。

　①庁舎内の蛍光灯をエコタイプに交換する

　②さらに事務室の蛍光灯を半分のみ点灯する

　③トイレ、廊下は使用時以外はこまめに消灯する

　東北電力の調査によると、昨年夏季の電力使用量は１

時間当たり42～48KWで、上記①、②の対策を講じること

で約６～８KWの節電が期待できます。加えて③の徹底に

よりさらなる節電をめざします。

東北電力からのお願い

　東北電力では，東北地方太平洋沖地震で被災した発電

所の復旧と電力供給力の確保に全力で取り組んでおりま

すが，今夏の需要に対して，十分に供給することが難し

い状況です。お客さまには夏場の一層の節電にご協力く

ださいますようお願いいたします。

役場　東北電力コールセンター

　　　℡０１２０－１７５－４６６

   　 ホームページ

   　　http://www.tohoku-epco.co.jp

問

◆家庭でできる具体的な節電・電気時間シフトの例

節電

電気使用
時間シフト

エアコン：室内温度を28℃に設定

　　　　　エアコンを止め扇風機を使用

冷 蔵 庫：温度を「強→中(低)」に設定

テ レ ビ：省エネモードに設定する

　　　　　スイッチは主電源で消す

照 明：日中は消灯。

　　　　　夜間もできるだけ消す

洗濯機

食器洗い乾燥機

生ごみ処理機

etc.

タイマーを利用し

早朝・夜間に使用

　東北地方太平洋沖地震の被害で東北電力管内の電力供

給力が大幅に減少したことにより、青森県内でも節電の

必要性が叫ばれています。

　県では、『節電基本方針』を打ち出し、青森県全体で

昨年比マイナス15％の節電を呼び掛けています。

する」、「使わない家電製品のコンセントを抜く」、「節電

と書いたポスターを壁に貼る」、そして「家族と協力す

ることが大事」と現実的で具体的な案が多く出され、節

電への意識がさらに高まったようです。

　また、八戸工業大学の花田一磨工業博士を講師に迎え、

省エネの意義や方法をクイズを交えながらお話しいただ

きました。花田博士は、「エネルギーは限りある資源を

消費しながら作られていて、無駄なエネルギーを使うこ

とは二酸化炭素を排出し地球温暖化を進めてしまう」と

話し、今年の夏だけではなく、常日頃から節電意識を持

つことの大切さを教えていただきました。

　児童たちは、節水も省エネにつながることや、ひとつ

の部屋で家族一緒に過ごすことで冷暖房や照明、テレビ

等のエネルギーを大きく抑えることができること等、い

くつもの新しい発見があったようです。

蛍光灯は半分のみ点灯
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青森県立平内高等学校・
青森県立東高等学校平内校舎

同窓会開催！

　平成23年度県立平内高等学校・県立東高等学校平内校

舎同窓会を開催いたします。

　同窓会を盛り上げるため、平内に住んでいる卒業生は

もちろんのこと、県内外の卒業生にも声をかけていただ

き、恩師、旧友との再会を楽しみましょう。

　多数のご参加をお待ちしております。

○日 時　平成23年８月27日(土)　午後６時～

○場 所　割烹さん平(小湊)

○会 費　21・22年度卒業生　１，０００円

　　　 　一 般 男 性 会 員 　３，０００円

　　　 　一 般 女 性 会 員 　２，０００円

問 平内高等学校・東高等学校平内校舎同窓会事務局

　　　　　　　　　ＴＥＬ　７５５－２３３３

　　　　　　　　　ＦＡＸ　７５５－４０４０

ひらない夏まつり
▼ 17:00～　オープニングパレード

　　　　　　(役場前～勝田町折り返し～体育館前広場)

▼ 18：20～　よさこいソーラン路上演舞
　　　　　　(役場前・門林前・辻村造花店前)

▼ 19：20～　よさこいソーラン演舞
　　　　　　(体育館前広場)

▼ 18：45～　ねぶた合同運行
　　　　　　(役場前～勝田町折り返し～体育館前広場)

８月15日(月)

小湊小・中学校合同ブラスバンド、虹の会仮装行列、

ぬいぐるみ行列、山彦幼稚園まとい振り、クラシックカー、

ねぶた囃子保存会・竹山ねぶた、平内音頭流し踊り

華彩(平内町)、つがる衆(青森市)

小湊保育園園児も役場前で踊るよ！

華彩(平内町)、馬花道(十和田市)、つがる衆(青森市)

元町・竹山ねぶた(藤沢)、川原町

▼９：00～　ねぶた自由運行
　　　　　　(町内：各町内自由運行)

▼ 17：30～　町民のど自慢大会(申込み先着順10名)
　　　　　　(平内町立山村開発センター前広場)

▼ 19：00～　盆踊り
　　　　　　(平内町立山村開発センター前広場)
　　　　　　唄・演奏／竹伸会

　　　　　　※盆踊り参加者への抽選会開催

８月16日(火)

ＨＩＲＡＮＡＩ　ＳＵＭＭＥＲ　ＦＥＳＴＩＶＡＬ　2011

パレード(仮装・町民参加歩き隊)、

のど自慢、平内音頭流し踊り、盆踊り

参加していただける方を大募集しております！

問 ひらない夏まつり実行委員会事務局

　平内町商工会　℡７５５－３２５４

15日、16日の両日

16：00よりビアガーデンオープン！
平内町立山村開発センター前
(悪天候の場合は開発センター内)

◆前売り券(生ビール３杯：1,000円)
商工会にて販売中！

お祭り広場

▼灯籠祭り　イルミネーション点灯(小湊川河川敷)
　○16日(火)　14：00～　魚つかみ取り
　○16日(火)　19：30～　灯籠流し　

８月14日(日)～16日(火)

▼ 16：30～　バンド演奏　PURAZUMA(プラズマ)
　　　　　　(平内町立山村開発センター前広場)

※メンバー　(平内町出身)桜庭将真・千代谷純市

　　　　　　　　　　　　千代谷貴大・千代谷正和

　　　　　　(八戸市出身)谷川一元


